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研究成果の概要（和文）：本研究は、夜間勤務の疲労を早期発見するために、疲労の程度を客観的に、かつ簡便
に評価し、食生活状況および微量元素栄養との関連を明らかにすることを目的とした。群馬県内の療養病床を持
つ病院および介護老人保健施設の看護職員および介護職員において、夜間勤務（２交代夜勤）における疲労調査
を実施した。調査の結果、客観的疲労評価としてフリッカー値は、夜間勤務に伴い低下し、夜間勤務終了後が最
も低い値を示しており、夜間勤務による疲労度の増加を、簡便にかつ恣意性を排除して検出できた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to evaluate the degree of fatigue objectively 
and simply, and to clarify the relationship between eating habits and trace element nutrition in 
order to detect fatigue of night work early. We carried out fatigue investigation in night work (2 
shift night work) in nursing staff and care staff of hospital and nursing home health care 
facilities in the Gunma prefecture. As a result of the survey, as an objective fatigue evaluation, 
the flicker value decreases with night work and shows the lowest value after night work, and it is 
possible to detect an increase in the degree of fatigue due to night work simply and excluding 
arbitrariness.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
産業保健領域において、職域の健康管理・疲労の把握は、重要な課題である。特に、医療職において夜間勤務・
交代制勤務はさけられないが勤務に伴う過度の疲労の予防は課題となっており、医療従事者の健康管理および事
故回避のため、夜間勤務時の疲労の客観的かつ簡便な評価法が求められている。
今回の調査では、夜間勤務時に疲労・ストレスを客観的に評価し、夜間勤務による疲労度の増加を、フリッカー
値の測定により、簡便にかつ恣意性を排除して検出できることを示した。また、今後、食生活状況および微量元
素栄養との関連を解明することにより疲労の予防対策を提示できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
産業保健領域において、職域の健康管理・疲労の把握は、重要な課題である。特に、医療職
において夜間勤務・交代制勤務はさけられないが勤務に伴う過度の疲労の予防は課題となって
おり、医療従事者の健康管理および事故回避のため、夜間勤務時の疲労の客観的かつ簡便な評
価法が求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、夜間勤務の疲労を早期発見するために、疲労の程度を客観的に、かつ簡便に評価
し、食生活状況および微量元素栄養との関連を明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
群馬県内の療養病床を持つ病院および介護老人保健施設の看護職員および介護職員において、
夜間勤務（２交代夜勤）における疲労調査を実施した。被験者は、看護職員 23 名（平均年齢
42.3 歳）、介護職員 23 名（平均年齢 35.8 歳）、計 46名（女性 27名、男性 19名、平均年齢 40.6
歳）である。病棟の種別の内訳は、一般病棟 9 名、療養病棟 24 名、および介護老人保健施設
13 名である。現在、夜間勤務シフトに入っている看護職員・介護職員の内、研究計画について
説明後、同意の得られた者を対象とした。夜間勤務回数、睡眠などに関する基本調査および食
生活状況も自記式アンケートにより行った。疲労評価は、夜間勤務前（15 時-16 時）、夜間勤務
時（午前２時-４時）、夜間勤務終了後、朝 9時半頃）の計３回行った。採血も疲労評価時と同
時に行った。血液は、遠心した後、血清、および血漿を測定までマイナス 80℃にて保存した。
血漿をマイクロウエイブにて灰化し、ICP-MS にて微量元素を測定した。客観的疲労評価として、
フリッカー値の計測は、プログラム（フリッカーヘルスマネジメント社製）を用いて PC液晶画
面にて行った。唾液アミラーゼは、ニプロアミラーゼモニターにて測定した。主観的疲労評価
として、疲労感検査 Visual Analogue Scale (VAS)、「自覚症しらべ」（25 項目）（日本産業衛生
学会産業疲労研究会編）を質問票により実施した。また、期間中に、夜間疲労評価を病院にて
実施するのに先立ち、夜間疲労の評価方法を検討するために大学での疲労評価調査を行った。 
 
４．研究成果 
フリッカー値は、疲労度が増すと値が低下するが、時間経過に伴い有意に低下した（p=0.032）。
唾液アミラーゼは、夜間勤務時に有意に減少した（p=0.001）。主観的疲労感 VAS は、時間経過
に伴い有意に上昇した。「自覚症しらべ」の 25 項目を 5 項目ずつ５群に分けた結果、I 群ねむ
け感、III 群不快感、IV 群だるさ、V 群ぼやけ感は、有意に増加した。調査前 3 日間で充分な
睡眠がとれているかどうかの設問調査との関連では、「充分とれている」と回答したものに比べ、
「まあまあとれている」・「あまりとれていない」と回答したものが、有意ではないもののフリ
ッカー値は、各時間帯で低値を示していた。また、看護職員、介護職員の間において、フリッ
カー値は、各時間帯で有意な差ではないものの介護職員が低い値を示していた。病棟の差につ
いては、同様に、フリッカー値は、各時間帯で有意な差ではないものの介護老人保健施設が低
い値を示していた。客観的疲労評価としてフリッカー値は、夜間勤務に伴い低下し、夜間勤務
終了後が最も低い値を示しており、夜間勤務による疲労度の増加を、簡便に恣意性を排除して
検出できたと考えられる。主観的疲労評価としての VAS、「自覚症しらべ」も、時間経過に伴い
疲労感の増加を示していた。フリッカー値を測定することにより、主観的疲労評価と同様の時
間経過毎の疲労度を簡便にかつ恣意性を排除し客観的に評価することができた。睡眠、職種・
病棟の違い、食生活状況、および、血中微量元素濃度による疲労度との関連について、現在、
更に、分析・解析中である。 
期間中に、夜間疲労評価を病院にて実施するのに先立ち、夜間疲労の評価方法を検討するた
めに大学での疲労評価調査を行った。大学での夜間疲労評価調査として、慢性疾患の無い健康
な男子を被験者としてデスクワークによる疲労負荷過程（16 時-4 時）において客観的疲労指標、
主観的疲労指標評価を行い、フリッカー値、VAS および「自覚症しらべ」にて疲労度を簡便に
評価可能であることが確認できた。血漿中微量元素については、Znは時間経過による変動が見
られた。微量元素の中で特に亜鉛は、精神的ストレス、うつと亜鉛欠乏との関連について、報
告が多くあり 1)-3)、亜鉛および亜鉛結合タンパクが、疲労の生物学的指標になる可能性が考え
られる。今後も、亜鉛とメンタルヘルス関連の研究の継続が必要であると考えられた。 
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